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1.は じ め に

日本 にお いて も,世 界 とい うひ ろが りの なか にお いて

も,茶 の文化 につ いて の役割 はあ ま りに大 き く,い ま さ

らなが ら これ らの ことにつ いて と りあげ るこ とはため ら

わ れ る様 に思 われ る。 しか し,私 達が これ まで お茶 につ

いて は らっ て きた関 心 が,ミ これ は学 門的 関心 や それ を

と りま く一般 の関心 を含 めてぐ その対 象の大 きさや,重

要性 に見 あ っ たもの であ ったか ど うかにつ いて は,疑 問

の余 地 を残 さな いわ けに はいか ない 。

日本の なか だ けを見 て も,日 常茶 飯事 の よう に茶 とい う

ものが 身の まわ りにつ い てまわ って い る。 また,そ れ が

当然 の よ うに も思 ってい る。 しか しなが ら,日 本 に は,

日本 特有(独 特)の 伝統 芸術 と しての茶 道 があ る。

この茶 道 の歴史 や心性 につ いて は,多 くの文献 が あ り,

研究 もな されて いるが,伝 統 芸術 あるい は伝 統文 化 と し

て の茶 道 が いか に庶 民 の 生 活 の 中 に入 りこん で いる か

(溶 け こんで いるの か。)と い う研 究 は少 ない。 す な わ

ち一 般 の生活 者が芸 術 あ るい は文 化 と しての茶道 をどの

様 に とらえ て いるのか,と い う意 識 の研 究 は少 ない よ う

に思 わ れる 。そ こで,生 活者 にと って茶 道 と はなんで あ

るのか,生 活 と芸術 ある いは文化 が どの よう に結 びつ い

て い るのか,と い うこと につい て,と りあえず簡 単 な意

識調 査 を行 な った。 また,茶 道 を学ぶ ことが 日常 生活 に

どの ような役 割 をは た してい るか につ い ても あわせ て検

討 して みた 。

皿.対 象 と方法

1.対 象

本 調査 は,東 京 ・埼 玉 の茶 道経 験 のあ る成 年男 女60人

を対 象 に記入 式 で行 な った。

回収 率:75%(東 京,29人,埼 玉,21人,新 潟,10人)

2.調 査対 象 の諸 属性

性 別:男,4,女,56

年 令 別:20代 …23,30代 …11,40代 …11

50代 …10,60代 …3,

職 業 別:学 生 …9,公 務員 及 び会社員 …32,
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主 婦…15,自 営業 …4

学 歴:大 学…20,旧 制高 校 ・専門学 校 …6、

短 大…14,高 校 …19,

経 験年数:1年 以 上～3年 未 満 …20

3年 〃 ～10年 〃 …23

10年 〃 …17

流 派:表 千家 …45,裏 千 家 …9

宗偏流 …6

3,調 査 項 目

調査 に あた っては,① 茶道 を始 め た動機,② 茶 道 の経

験 年 数,③ 茶 道 に費 や す時 間(こ れ は1週 間単 位),④

茶 道 に対 する意識,⑤ どの よ うに して茶道 の時間 を作 っ

て い るか。 につ い ての各 項 目 で あ る。(ア ンケー ト作 成

に当 って は茶道経 験の あ る人 に,面 接 や予備 テス トを行

な つた。)

4.整 理 方 法

1).動 機 につ いて は予 備 テス トの結 果 を参 考 に,A(表

一1の1～11)
,B,(表 一1の12～19),C(表 一1の20

--22)の3分 類 に分 け,そ れ らと茶道 に要 す る時 間 の関

係 を見 た。ま た,茶 道 を始 め た動機 と経験年 数 と は,そ

れ ぞれ相 関す るであ ろ うとい う仮 説 の もとに検討 した。

2).茶 道 に対 す る意識 と経験 年数 とは相関 する であ ろ う

と思 わ れ るので それ らにっ い て検 討 した 。

3).茶 道 に対 す る意識 につ いて は,茶 道の特性 や境地 を

あ らわす言 葉 につい て判断 を求 めた もので あ る。 これ ら

意識 と動 機 につ いて も関係 が ある ように思 われ るの で検

討 す る。 なお,そ の 言 葉 を普段 か ら使 って い る か ど う

か と い うこ とにつ いて も問題 に した 。

皿.結 果

1.動 機については次のような単純集計結果が得られた。

(5項 目選択のため該当数は対象人数の5倍 となってい

る。)

A分 類 は,茶 道を行う動機としては比較的単純なもの

が多く,茶 道をあこがれ的なものとして見ている傾向が

強いもので,仮 に単純動機と名づける。一般1こ該当数は



表一1動 機の項目別,大 分類別該当頻数

年 数 時 間

動 機 該当数 1年 以上
～3年 未満

3年 以上
～10年 未満 10年 以上 3時 間以下 3時 間以上 2日 以上

1.人 に勧め られた to 6 5 1 11 3 4

2.親 に勧め られ た 10 5 2 3 9 4 6

3.花 嫁修業 と して 7 4 1 2 7 4 6

4.皆 がやっ ているか ら 2 2 0 0 4 3 4

5.た だ何 とな く 8 2 3 3 9 6 4

A 6.格 好がい いか ら 2 0 2 0 3 2 0

7.繍 蕩 職 磯'と) 2 1 1 0 2 2 2

8,お 菓子 に興 味があるか ら 2 2 0 0 3 2 2

9.お 菓子がおい しいか ら 6 5 1 0 6 i 3

10.あ こが れ 17 8 5 4 13 5 5

11.必 要にせ ま られて 3 0 2 1 3 4 1

12.気 分転換 のため 21 8 8 5 13 8 3

13.日 本の伝統芸術だか ら 22 11 5 6 18 6 6

14.落 着 くか ら 32 9 11 12 17 11 9

15.生 活の中 に溶 けこんで いるか ら 16 2 6 8 5 11 7

B 16.心 がな ごむ か ら 37 8 15 14 17 14 7

17.静 寂 さに ひかれて 28 5 13 15 10 12 6

18.幽 玄 さに ひかれて 4 2 5 4 2 1 1

19.み やびやか さにひかれて 2 1 4 3 2 0 0

20.生 涯教育 の一環 として 22 6 11 5 9 11 7

21.老 後のため 11 1 5 5 8 3 4
C ノ

22.将 来教え るため 5 0 2 3 3 3 3

23.出 世のため 0 0 0 0 0 0 0

あまり高くない。

B分 類は,茶 道本来の要素と精神的な面とがからんでい

るので,仮 に精神的動機と名づける。特に 「心がなご

む」「落着く」「静寂さにひかれて」等を動機としたもの

が多かった。また,C分 類 においては,他 のA,Bと は

多少質が異ななっており,茶 道を自己教育の1つ の手段

として考えており,「生涯教育のmと して」という動

機項目を選んだ者が多く見られた。これを仮に生涯教育

思考とよぶ。

2.動 機と経験年数との関係については,表 一1で 示す

ように経験年数の長いほど,Aの 単純動機が少なく,B

の精神的動機の方が多い。特に 「落着くから」「静寂さ

にひかれて」「心がなごむ」などは経験年数の長い人に

多く,茶 道がいかに精神面での役割りを果しているかが

わかる。また,経 験年数と共に茶道を生涯教育の一環と

して考えている人が増えているのも見のがせない。

経験年数に関しては,経 験年数が多いほど,茶 道を行

なっている時間が多くなる傾向がみられた。

3.茶 道を行なう時間については,1週 間単位で3時 間

以下の人が全体の58%で あった。その他の人は5～10時
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間 とい う人 が多 くいたが,2日 以上 と いう人 も9名 もい

た。

動機 と茶 道 を行 な う時 聞の関 係 につ いて は 「生活 の中

に溶 け こんで いる」 「静 寂 さに ひかれ て」 「心 がな ごむ」

「落着 く」とい う精 神的動 機 を持 って いる人 が,茶 道 に多

くの 時間 をか ける傾 向が見 られ た。 また,Cの 生 涯教 育

につ いて も同 様 の ことが いえ る。

4.茶 道 に対 す る意識 につい ては,表 一2左 端 の よ うな

単 純集 計結 果が得 られ た。

項 目の ほ とん ど すべ て が,「 心 が な ごむ」 「わ び」 「さ

び」 「奥深 さ」 な どが多 く,つ い で 「閑寂 」 「洗心 」 な ど

が 一般 に高 く評価 されて いた。 しか し,「 悟 り」 「優雅 な

遊 び」 が低 いの は,そ れ だけニ ュア ンス が異 な り茶道 の

イメ ージ と して ぴ った りこな い人が 多 いので あろ うか,

「ど ち らともい えな い」 と答 え た人 が多 か った。

ま た,日 頃使 って い る言 葉 や,聞 き なれて い る言葉 と

して は,「 わび」 「さび」 が他 の言葉 に比 べ多 か った。つ

いで 「心 が な ごむ」 「一期 一会」 な どが主 で あ った。

茶道 に対 す る意識 と経験 年数 とにつ いて は,表 一2右

端 に示 す ような結 果 が得 られ た。



表 一2動 機 と イ メ ー ジと の 関係

(イ メー ジにつ いては全項 目,動 機については8以 上の ものを印 してある。)

平 日

動 機〔注ll綴 欝 灘 鰯 髦〕
経 験 年 数

頃 (実数)

使 人 親 た あ 気 日 落 生 心 静 生 老

均
つ

て

い

に に だ
勧 勧 何 こ
め め と

譲 枩 着 湧.套 讐
換 伝 く 中ん ご にひ

婆 後
育環 の

値
る

率

h毳 な が

た た く れ

の 統だ か にで む か

藷 瀧 ら 醜 奮Z

の
Lた
て あ

1～33～1010年

以下 以 下 以上

わ び 1:17 65 ********* ** 1713

さ び 1.05 62
************ ** 1614

数 寄 0.57 30
r

************ *** 1214

悟 り 0.19 38
**** 11

精 神 修 養 1.1 42 *** ********* ** 112016

無 の 境 地 0.7 35 ********* ** 1412

和 敬 静 寂 1.1 33 *** .********* ** 121815

閉 寂 1.13 27 *** ********* ** 131814

自 然 と の 一 体 感 0.98 33 ***
厂

********* ** 121614

風 流 1.04 43 ***** ****** *** 181310

優 雅 な 遊 び 0.13 20
**

奥 深 さ 1.3 38
7

*** ********** ** 151915

心 を み が く 1.05 38 *** ********* ** 101815

心 が ゆ た か に な る 1.18 37 ** ********* ** 121716

心 が な ご む 1.4 47 ** ******** ** 161817

深 い 心 0,96 20 *** *********** ** 101614

慎 み 深 さ 1.05 28 *** ********** ** 111812

温 い お も いや り 0.98 40 *** ************ ** 11_1514

敬 う 心 1.1 30 *** ********* ** 111516 〆

枯 淡 0.7 17 ************ ** 1513

一 期 一 会 0.9 45 ********* ** 1315

独 座 観 念 0.3 13 ********* ** 1412

直 心 の 交 わ り 0.5 15 ********* ** 1515

洗 心 0.65 18 ********** ** 1515

松 風 の 音 1.02 37 ********* ** 101816

齧聡 蘿簒)
お茶の香 りによ って
気持が引 きこまれ る

0.76 13 ********** ** 1615

茶 道 に対 す る意 識 は経 験年 数 と共 に高 まる傾 向が見 られ

る。経 験年 数1～3年 の人 に 「わび」 や 「さび」 が余 り

感 じられず に,そ れ以上 の経 験年 数の 人 に年 数 と共 にわ

び,さ び に対 す る感覚 意 識が増 加 して いる傾向 が見 られ

るの はお も しろ い。

5.動 機 と意識 との関係 につ いて は表一2に 示す よ うな

結果 が得 られた 。

単 純動機 の人 は(と くに 「あこが れ」 に代 表 され る。)

「心 が な ご む」 「風 流」 「心 が ゆ た か に な る」 な どの イ

メー ジを強調 して いる。

精神 的 動 機 の人 にお い て は一 般 に,イ メー ジ と し て

「精神 修養 」 「和敬 静寂」 「心 がな ごむ」 「松風 の音」 「敬

う心」 などの イメー ジが特 に強 調 されて いた。項 目別 に

お いて は,た とえ ば 「心 が な ご むか ら」 「静寂 さに ひか

れ て」 とい う動 機 を もって いる人 が 「悟 り」 を選 択 して

いる とい うような興 味 ある特徴 が示 され てい る。

最 後 に生涯教 育 を動機 と して いる人 は,イ メー ジ と し

て は 「精 神修養 」 「閑寂 」 「心 が ゆたか にな る」 等 を多 く

Tし て いた。

N.考 察

茶道を始めた動機については,従 来から言われている
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女性のたしなみとか,花 嫁修業としてというような意識

がうすれてきており,精 神的なものを求めている傾向が

強く見られた。経験年数が増すにつれてこの傾向は強く

なる。おそらく始めは単純な動機で茶道を始めた人も長

く続けている間に,精 神的なものを求めるようになるの

であろう。現代のように変化の激しい世界において,ほ

んの数時間ではあるが,あ る空間に 「落着き」「ゆとり」

「静けさ」など,精 神的ゆとりを求めている姿がみてと

れる。戦国時代,武 士の間に茶道が多く行なわれていた

事に通じるものがあるのかも知れない。

また,各 自が独立した人間として将来を考え行動して

いることが,多 少なりともC分 類の項で推定できるよう

に思われる。

茶道にかける時間については一般に3時 間以下という

答が多かったが,こ れは,現 代の住宅事情やあわただし

さ,せ わしなさが反映しており,ゆ っくりと家庭でお茶

をたてるという行動に結びつかないのではないだろうか。

本来はそれらのゆとりを持つことによって,日 常生活へ

のゆとりなどが生まれ,現 在問題になっている親子の断

絶や,精 神的ストレスなどの解消などにつながるのでは

ないだろうかと思われる。

茶道に対する意識と動機全体についての結果は,一 応

うなずけるものといえよう。経験が増すにつれて究道心

のようなものも自然と備わってくるのであろう。それら

を自然と身につけることが茶道の本質なのではないだろ

うか。茶道を自分の中に自然に受け入れ消化することが

日本特有の伝統的精神,伝 統的文化を維持し受け継ぐこ

とになるのだと思われる。こうした心性(茶 道に対する

意識 イメージ)が,単 に一部の特権的文化としてでは

なく,生 活者の生活の中に溶けこんでおり,な じみ深い

ものになってきていることが若干でも裏付けられたこと

を嬉しく思う。

稿を終えるにあたり,ご 助言,ご 校閲いただきました,

人間科学部 ・水島恵一教授,調 査にご協力いただきまし

た3地 域の60人の方々に深謝いたします。
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